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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問
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学
校
給
食
費
の
一
部
助
成
を
検
討
す
べ
き

　
　

全
国
の
自
治
体
で
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
一
部
助

成
の
実
施
が
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
市
で
も
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
全
て
の
児
童
生
徒
へ
学

校
給
食
費
の
一
部
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

学
校
給
食
費
は
保
護
者
負
担
が
原
則
で
あ
り
、
本
市
の

年
間
の
給
食
費
は
約
１
億
７
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
現
在
、

就
学
援
助
に
該
当
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
は
、
給
食
費

全
額
を
助
成
し
て
い
る
が
、
全
て
の
児
童
生
徒
へ
の
一
部
助

成
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
自
治
体
の
動
向
や
財
政
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
全
体
の
中
で
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
仮
称
）能
代
山
本
広
域
風
力
発
電
事
業

　
　

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
を
行
う
た
め
に
は
、
法
に
定
め

ら
れ
た
５
つ
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
だ
が
、
今

回
の
大
形
風
車
の
設
置
は
、
全
て
を
満
た
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
で
な
い
か
。

　
　

能
代
市
農
山
村
地
域
再
エ
ネ
共
生
協
議
会
で
は
、
農
用

地
以
外
の
用
途
に
供
す
る
必
要
性
や
代
替
性
、
農
地
の
総
合

的
な
利
用
・
農
地
の
利
用
集
積
・
農
業
用
施
設
の
機
能
等
に

支
障
が
な
い
こ
と
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
完
了
後
８
年
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
を
除
外
基
準
と
す
る
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
変
更
と
同
様
の
要
件
に
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
振
除
外
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

○
熊
対
策

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
参
画
が
基
と
な
る
の
で
は

　
　

北
高
跡
地
の
構
想
な
ど
施
策
を
進
め
る
上
で
、
主
権
者

で
あ
る
市
民
の
関
わ
り
が
欠
か
せ
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
市
民
参
画
を
促
す
こ
と
が
、
完
成
後
の
活
用
に
つ
な
が

り
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　

市
で
は
こ
れ
ま
で
各
種
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に

よ
り
、
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
き

た
。
北
高
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
集
客
機
能
や
交
流

機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
等
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
利

活
用
を
具
体
化
し
て
い
く
中
で
、
効
果
的
な
市
民
参
画
の
手

法
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

移
住
定
住
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か

　
　

移
住
相
談
者
が
抱
く「
能
代
で
の
暮
ら
し
」。ベ
ス
ト
な

選
択
が
で
き
る
よ
う
な
対
応
が
重
要
で
あ
る
。先
輩
移
住
者
、

地
域
、行
政
の
３
つ
の
チ
カ
ラ
で
伴
走
す
る
な
ど
先
進
事
例

を
参
考
に
、関
係
人
口
や
移
住
者
増
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
で
は
、移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
や
、空
き
家
バ
ン
ク

の
運
営
、移
住
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
等
、移
住
前
か
ら
移
住
後

ま
で
、き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ほ
か
、移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
対
応

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、移
住
希
望
者
と
市
内
企
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
さ
ら
な
る
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
、移
住
定
住
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
厳
し
い
状
況
で
の
経
済
対
策

○
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
促
進
し
て
は

○
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
能
代
の
魅
力
発
信

渡
り
鳥
保
護
区
と
風
力
開
発

　
　

能
代
山
本
広
域
風
力
発
電
事
業
の
建
設
予
定
地
、
東
雲

台
地
は
、
天
然
記
念
物
ガ
ン
の
主
要
な
飛
行
ル
ー
ト
、
採
餌

場
で
あ
り
、
当
市
は
世
界
的
に
希
少
な
生
態
系
を
有
し
て
い

る
。
保
護
区
と
し
て
風
力
発
電
を
除
外
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

一
定
規
模
以
上
の
発
電
事
業
実
施
で
は
、
環
境
影
響
評

価
制
度
に
基
づ
き
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
し
、
環
境

負
荷
を
可
能
な
限
り
回
避
、
低
減
す
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と

に
な
る
ほ
か
、
市
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
基
本

指
針
を
定
め
、
事
業
者
に
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
、
関
係
法
令

の
遵
守
等
を
求
め
て
お
り
、
渡
り
鳥
の
主
要
な
ル
ー
ト
や
採

餌
場
に
つ
い
て
保
護
区
等
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
者
へ
の
差
別

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、副
作
用
へ
の
懸
念
等
の
理
由

か
ら
、接
種
を
拒
否
す
る
考
え
の
人
が
少
な
く
な
い
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、接
種
の
判
断
は
個
々
の
自
由
で
あ
る
べ
き
。

強
制
や
差
別
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
体
制
づ
く
り
は
。

　
　

改
正
予
防
接
種
法
に
お
い
て
、
国
民
に
は
原
則
と
し
て

接
種
の
努
力
義
務
が
生
じ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安

全
性
が
十
分
に
確
認
で
き
な
い
際
は
、
適
用
し
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
接
種
を
望
ま
な
い
方
も
想
定
さ
れ
る
が
、
い
か
な

る
差
別
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
状
況
に
応
じ

て
市
民
へ
の
周
知
や
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
域
循
環
共
生
圏
を
重
点
的
に
進
め
る
考
え
は

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
と
生
物
多
様
性

○
任
期
締
め
く
く
り
の
来
年
度
予
算
編
成
の
方
針

小
林　

秀
彦
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

安
岡　

明
雄

落
合　

康
友


